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公立大学法人山梨県立大学 中期目標 

 
はじめに 

 

山梨県立大学は、県立女子短期大学を改組転換するとともに、県立看護大学と統合し、

国際政策・人間福祉・看護の３学部と看護学研究科からなる４年制大学として、平成１７

年４月に開学した。 

 

建学の理念を「グローカルな知※1 の拠点となる大学」、「未来の実践的な担い手を育てる

大学」、「地域に開かれ地域と向き合う大学」とし、教育研究や地域研究交流センターを核

とした地域貢献の各分野で着実に成果を挙げつつある。 

 

山梨県立大学は県民の強い期待と支援のもとに成り立つ公立大学として、地域の産業振

興や保健医療を含めた地域福祉、住民の生活・文化の向上など、地域社会の発展に寄与す

るという大きな使命を有するとともに、山梨県から日本へ、さらに世界への貢献を目指し

ていくものである。 

 

山梨県は、山梨県立大学が自主・自律性を確保した大学運営のもと、地域ニーズや時代

の変化に柔軟・的確に対応し、将来にわたって県民の期待に応える個性豊かな魅力ある大

学づくりを推進するよう、平成２２年４月に地方独立行政法人へ移行させ、ここに、平成

２７年度までの中期目標を定める。 

 

 

（基本的な目標） 

Ⅰ 社会の実践的な担い手や指導的な人材の育成 

更なる教育の質の向上を図り、グローバルな視野で現実をとらえながら、主体的に考

え行動できる、社会の実践的な担い手や指導的な人材を育成し、地域社会に輩出するこ

とを目指す。 

 

Ⅱ 地域が抱える諸課題に対応する研究と地域貢献 

全学的な研究水準の向上を図る中で、公立大学としての意義を踏まえた地域の課題や

社会の要請に対応した特色ある研究を推進するとともに、大学の知的資源や研究成果の

社会への還元を積極的に行うことにより地域の発展に貢献することを目指す。 

        

Ⅲ 自主・自律的な大学運営の推進 

理事長のリーダーシップのもと、より効果的・機動的な運営組織の構築や柔軟で弾力

的な人事制度の整備、業務の見直しなどによる経営の効率化に積極的に取り組み、自主・

自律性を確保した健全な大学運営を目指す。 

※1 グローカルな知：Global+Local、地球的と地域的、総合的と個別的な視点を兼ね備えた知。 
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第１ 中期目標の期間 

 

平成２２年４月１日から平成２８年３月３１日までの６年間とする。 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

 

１ 教育に関する目標 

(1) 教育の成果に関する目標 

ア 学士課程 

自主的、総合的に考え判断する能力、豊かな人間性と広い視野、様々な知識を現代

社会と関連づけて生きる力を培う教養教育と、各学部が行う専門的知識と技術を培う

専門教育により、地域の創造的な発展を担う人材を育成する。 

その一環として、学部ごと必要な到達目標を定め、教育成果の向上を図る。 

 

(ア) 国際政策学部 

国際政策学部では、グローバルな視点に立って地域社会の問題を考え、地域の自然、

文化、産業を豊かにして地域の活力をつくる人材、アジアをはじめとする世界各国と

地域社会をつなぎ、平和で豊かな国際社会の形成に貢献できる人材を育成する。 

 

(イ) 人間福祉学部 

人間福祉学部では、深い共感的理解、問題解決への知的探究心、協働できる力を持

ち、乳幼児から高齢者まで誰もが人間らしく、その人らしさを発揮して生き生きと生

活できる地域社会、即ち「福祉コミュニティ※2 」づくりに主体的かつ実践的に貢献

できる人材を育成する。 

 

(ウ) 看護学部 

看護学部では、人間や社会を看護学的に探究する能力、倫理的な判断力と科学的な

思考力、専門的職業人としての豊かな人間性を兼ね備え、優れた看護実践により地域

に貢献できる人材を育成する。 

                                  

イ 大学院課程 

看護学研究科では、看護学の理論及び応用を教授研究し、健康と福祉の向上に寄与

する高度専門職業人、看護学教育者、看護学研究者を育成する。 

 

(2) 教育内容等に関する目標 

ア 学士課程 

(ア) 入学者の受け入れ 

建学の理念や学部ごとの教育目標を達成するにふさわしい資質を持った学生を受

※2 福祉コミュニティ：地域の自然と文化の恵みを大切にしながら、性差別・障害の有無による差別・年齢差別など、人と人を分け
隔てる様々なバリアを取り払い、一人ひとりをかけがえのない存在として尊重し、自ら地域に役立つ「個」として向上させ
つつ、相互連携のために努力し合う心豊かな地域社会。 
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け入れることを基本とし、学部の特性を踏まえた入学者選抜を実施する。 

 

(イ) 教育課程及び教育内容の充実 

教育の成果に関する目標を効果的に達成するため、総合的かつ体系的な教育課程を

編成し、教育内容の充実を図る。 

教養教育については、豊かな人間性等を形成するための教育を推進するとともに、

コミュニケーション能力や情報活用能力を重視した基礎教育の充実を図る。 

専門教育については、各学部の教育目標や特色を生かした教育を推進する。 

地域に貢献し得る問題解決能力を身につけるため、山梨県全体をキャンパスに、地

域に根ざした実学・実践重視の教育を行い、世界をフィールドに活躍できる人材育成

を目指す。 

３学部の連携により学際的な領域の教育に取り組むとともに、他大学との連携によ

り学生の多様な教育機会の確保を図る。 

 

(ウ) 成績評価等 

授業の到達目標を明示し、客観的で明確な基準による厳正な成績評価を行い、学生

の単位認定、進級・卒業時の質の保証を確保する。 

 

イ 大学院課程 

(ア) 入学者の受け入れ 

建学の理念や大学院課程の目標を達成するにふさわしい資質を持った学生を受け

入れることを基本とし、社会人学生の受け入れについても積極的に対応する入学者選

抜を実施する。 

 

(イ) 教育課程及び教育内容の充実 

専門領域のスペシャリストの育成と教育研究者の育成の観点から、教育課程の充実

改善を図る。 

 

(ウ) 成績評価等 

授業の到達目標を明示し、厳正かつ公正な成績評価と学位論文審査を実施し、修了

時の質の保証を確保する。 

 

(3) 教育の実施体制等に関する目標 

ア 教職員の配置 

教育の成果に関する目標を効果的に達成するため、適切な教職員の配置を行うとと

もに、学部を越えた教育連携や学外の人材の活用を進める。 

学内の国際化を進めるため、外国人教員の比率を向上させる。 
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イ 教育環境の整備 

学生の学習意欲や教育効果の向上を図るため、学生の学習環境を適切に整備する。 

 

ウ 教育の質の改善 

より質の高い教育を提供するため、教員が授業内容・方法を改善し向上させるため

の組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロップメント活動）を活性化させるとと

もに、教員の教育活動を定期的、多角的に評価し、評価結果を教育の質の改善に反映

する。 

 

(4) 学生への支援に関する目標 

ア 学習支援 

学生が学習しやすい環境をつくるため、学習相談体制を整備するとともに、教職員

と学生のコミュニケーションを促し、学生からの要望を反映させる体制を整備する。 

学生の自主的な学習を促進するための仕組みを充実する。 

 

イ 生活支援 

学生が健康で充実した大学生活を送るため、生活面での相談体制や健康管理体制の

充実を図る。 

経済的理由による授業料の減免について制度化する。 

 

ウ 就職支援 

学生の就職支援は大学の重要な責務であるとの認識のもと、全学挙げて、就職支援

体制を強化することにより就職率（就職者数／就職希望者数）百パーセントを目指す。 

             

エ 多様な学生に対する支援 

外国人留学生や社会人学生、障害をもつ学生などに対しての支援体制を充実する。 

 

２ 研究に関する目標 

(1) 研究水準及び研究の成果等に関する目標 

ア 目指すべき研究の方向と水準 

公立大学としての意義を踏まえた地域の課題や社会の要請に対応した特色ある研

究に取り組み、各分野の研究の成果については、国内外に通用する優れた水準を確保

する。 

 

イ 研究成果の発信と社会への還元 

研究成果は地域及び国内外に積極的に発信するとともに、社会に還元する。 

 

(2) 研究実施体制等の整備に関する目標 

ア 研究実施体制等の整備 
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社会的、地域的に要請の高い研究等の中から重点研究課題を選定し、研究費の重点

的配分等、弾力的な研究実施体制を構築する。 

目指すべき研究水準及び研究成果が達成できるよう柔軟に研究者を配置するとと

もに、民間企業や地方自治体等との研究者交流を進める。 

分野の違いを越えて取り組む独創的なプロジェクト研究を育成、推進する。 

研究者が倫理を堅持し、適正な研究活動を推進するための制度や体制を構築する。 

 

イ 研究環境の整備 

多様なニーズに応える研究を支援するための組織や仕組みを整備するとともに、外

部の競争的研究資金を獲得するための支援体制を整備する。 

 

ウ 研究活動の評価及び改善 

研究の経過や成果などの研究活動を評価する体制を整備し、評価情報を公表すると

ともに、研究の質の向上に結びつける仕組みを構築する。 

 

３ 地域貢献等に関する目標 

(1) 地域貢献に関する目標 

地域貢献の窓口である地域研究交流センター等を中心に、大学の持つ人的・物的・

知的財産を地域に還元する取り組みを全学挙げて積極的に推進する。 

 

ア  社会人教育の充実 

社会人ならではの課題解決ニーズや学び直しニーズに応えるため、必要なときにい

つでも学ぶことのできる体制を整備し、公開講座の開催をはじめ、生涯学習教育やリ

カレント教育※3 を積極的に行う。 

 

イ 地域との連携 

山梨県や県内市町村、企業、ＮＰＯ法人などとの主体的な連携を深め、交流を進め

るとともに、地域が抱える様々な課題に対応した地域研究や地域と連携したプロジェ

クトを推進し、大学の知的資源を活用した支援など、地域のシンクタンクとしての役

割を果たす。 

 

ウ  産学官民の連携 

保健、医療、福祉、地域振興など３学部の特性を生かした産学官民の連携を進める。 

 

エ  他大学等との連携 

他大学や研究機関との連携・協力関係を推進するとともに、県内大学連携組織の各

種事業等を通じて、教育、研究、生涯学習など多彩な分野で貢献する。 

 

 

※3 リカレント教育：職業人を中心とした社会人に対して学校教育の修了後、いったん社会に出た後に行われる教育であり、職業から
離れて行われるフルタイムの再教育のみならず、職業に就きながら行われるパートタイムの教育も含む。 
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オ  教育現場との連携 

小学校、中学校、高等学校等への教育支援を行うとともに、高大連携の推進を図る。 

 

カ 地域への優秀な人材の供給 

保健・医療・福祉の向上や地域振興などに貢献できる優秀な人材を地域に供給する

ため、県内就職の促進に向けた取り組みを行う。 

看護学部については、関係機関と緊密に協議・連携して種々の対策を講じながら学

生指導の充実強化を図ることにより、卒業生の半数以上が県内医療機関等に就職する

ことを目指す。 

 

(2) 国際交流等に関する目標 

ア  学生の国際交流の推進 

グローバルな視野を持ち、地域や世界の様々な舞台で活躍できる人材を育成するた

め、外国の大学等との国際交流協定の拡大などにより、海外留学や外国人留学生の受

け入れなど学生の国際交流を推進する。 

 

イ  教職員の国際交流の推進 

教育内容の充実や研究水準の向上のため、外国の大学等との教育・学術交流や国際

共同研究など教職員の国際交流を推進する。 

 

ウ 地域の国際交流の推進 

地域の国際化や国際交流に係る活動を支援し、多文化共生の社会づくりに貢献する。 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

 

１ 運営体制の改善に関する目標 

理事長がリーダーシップを発揮し、責任ある意思決定を迅速に行える体制を整備す

るとともに、意思決定過程及び実施過程の透明性の確保と効率化を図る。 

  

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 

地域ニーズや時代の変化に的確に対応するため、大学院機能の充実を含めた教育研

究組織の在り方について検討を行う。 

                                                     

３ 人事の適正化に関する目標 

柔軟で弾力的な人事制度の構築を進める。 

専門性の高い人材を確保・育成するとともに、全学的な観点から適正に教職員を配

置し、組織の活性化を図る。 

教育研究活動の活性化を図るため、任期制など多様な任用制度の検討・導入を進め
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るとともに、教職員の業績を適切に評価し、その結果を給与等に反映できる仕組みを

構築する。 

 

４ 事務等の効率化・合理化・高度化に関する目標 

効果的、効率的な事務処理を行うため、業務改善を進めるとともに、事務組織の見

直しを行う。 

専門知識・能力を有する人材を確保・育成し、事務局機能の高度化、効率化を一層

推進する。 

職員の職務能力開発のための組織的な取り組み（スタッフ・ディベロップメント活

動）を積極的に推進する。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標 

 

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標 

山梨県が一定のルールに基づき交付する運営費交付金や授業料等学生納付金のほか、

外部研究資金の獲得や多様な大学事業の展開による自主財源の確保・拡充を目指し、

検討体制の整備と組織的な活動に取り組み、自己収入の増加に努める。 

授業料等学生納付金については、公立大学の役割や適正な受益者負担等の観点から、

社会情勢等を勘案し、適宜見直しを行う。 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

予算の弾力的、効率的な執行、管理的業務の簡素化、合理化などを進めるとともに、

教育研究水準の維持向上に配慮しながら、組織運営の効率化等を進め、経費の抑制を

図る。 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

全学的かつ経営的視点から、施設・設備等の効率的活用を進めるとともに、金融資

産については、安全確実な運用を行う。 

 

 

第５ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標 

 

教育研究活動及び業務運営について、定期的に自己点検・評価を実施するとともに、

認証評価機関による認証評価※4 を受け、その結果を速やかに公表し、教育研究活動及

び業務運営の改善に活用する。 

 

 

 

※4 認証評価機関による認証評価：大学は、当該大学の教育研究等の総合的な状況について、７年以内に文部科学大臣の認証を受けた
者（＝認証評価機関）による評価（＝認証評価）を受けるものとする。（学校教育法第１０９条第２項） 
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第６ その他業務運営に関する目標 

 

１ 情報公開等の推進に関する目標 

公立大学法人としての社会への説明責任を果たし、広く県民の理解を得るため、広

報体制の強化を図り、教育研究活動や業務運営に関して積極的かつ迅速な情報提供を

行う。 

 

２ 施設・設備の整備・活用等に関する目標 

良好な教育研究環境を保つため、施設・設備の適切な維持管理を行うとともに、有

効活用を図る。 

 

３ 安全管理等に関する目標 

学内の安全と衛生の確保及び災害発生時など緊急時のリスク管理のための体制を整

備するとともに、個人情報の保護など情報に関するセキュリティを確保する。 

 

４ 社会的責任に関する目標 

法令遵守の徹底と人権尊重や男女共同参画の推進、環境への配慮など、公立大学法

人としての社会的責任を果たす体制を整備する。 

 


